
九
五

は
じ
め
に

　
「
中
村
古
峡
資
料
群
と
近
代
の
〈
異
常
心
理
〉
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」
の
研
究

会１

で
調
査
さ
れ
た
中
村
古
峡
の
ノ
ー
ト
か
ら
、「
蕃
地
か
ら
」２

（『
中
央
公
論
』
臨
時

増
刊
号
、
一
九
一
六
・
七
）
の
素
材
と
考
え
ら
れ
る
記
述
が
多
数
見
つ
か
っ
た
。

　

こ
の
作
品
は
、
夏
目
漱
石
が
古
峡
宛
書
簡
で
「
先
達
て
中
央
公
論
に
出
た
蕃
人

の
事
を
書
い
た
も
の
は
面
白
う
御
座
い
ま
し
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」３

（
一
九
一
六
年
八
月
二
四
日
付
）

と
言
及
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
書
簡
は
か
ね
て
漱
石
に
持
ち
込
ん
で
い
た
二
つ

の
小
説
の
不
採
用
通
知
で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
種
の
慰
め
、
あ
る
い
は
気
遣

い
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
漱
石
の
評
価
に
値
す
る
も
の
が
皆
無

と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。

　

本
稿
で
は
、「
蕃
地
か
ら
」
を
中
心
に
「
哈
爾
賓
〔
ハ
ル
ピ
ン
〕
ま
で
」「
鵞
鑾

鼻
〔
ガ
ラ
ン
ピ
イ
〕
ま
で
」
と
い
っ
た
当
時
の
〈
外
地
〉
を
素
材
に
し
た
作
品
を

見
渡
し
な
が
ら
、
漱
石
の
「
満
韓
と
こ
ろ
〴
〵
」
と
の
類
似
点
を
さ
ぐ
り
、
漱
石

中
村
古
峡
「
蕃
地
か
ら
」
の
方
法

―
―
遺
品
「
古
峡
ノ
ー
ト
」
と
漱
石
「
満
韓
と
こ
ろ
〴
〵
」
を
め
ぐ
っ
て
―
―

佐 

々 

木
　
亜 

紀 

子

キ
ー
ワ
ー
ド
：
中
村
古
峡
・
夏
目
漱
石
・「
蕃
地
か
ら
」

が
「
面
白
う
御
座
い
ま
し
た
」
と
評
価
し
た
真
意
を
検
討
し
た
い
。

　　

＊
論
中
「
蕃
地
」「
蕃
人
」
を
は
じ
め
、さ
ま
ざ
ま
な
差
別
用
語
が
あ
り
ま
す
が
、

当
時
の
慣
用
語
あ
る
い
は
引
用
と
し
て
使
用
し
ま
す
。
差
別
を
助
長
す
る
意

図
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

＊
遺
品
撮
影
及
び
掲
載
を
ご
許
可
く
だ
さ
い
ま
し
た
中
村
古
峡
記
念
病
院
の
ご

厚
意
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
尚
、
本
研
究
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費

JP19H
01234

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

一
、
変
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
態
す
る
人
・
中
村
古
峡

　

中
村
古
峡
（
本
名
蓊し
げ
る。
一
八
八
一
～
一
九
五
二
年
）
は
、
夏
目
漱
石
に
師
事
し

た
小
説
家
で
あ
り
、
精
神
を
病
ん
で
入
院
し
た
中
原
中
也
を
診
察
し
た
医
師
で
あ

る
。
曾
根
博
義
・
森
洋
介
ら
に
よ
る
実
証
的
研
究４

を
参
考
に
、
拙
稿
「
変
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
態
す
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る
人
・
中
村
古
峡
―
―
結
節
点
と
し
て
の
『
殻
』」５

と
重
な
る
点
も
あ
る
が
、
古
峡

の
文
学
に
関
わ
る
こ
と
を
中
心
に
そ
の
生
涯
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

　

古
峡
は
現
在
の
奈
良
県
生
駒
市
に
生
ま
れ
た
が
、父
が
政
治
活
動
で
家
産
を
失
っ

た
た
め
京
都
に
転
居
し
た
。
そ
こ
で
杉
村
楚
人
冠
の
知
遇
を
得
、
父
亡
き
あ
と
京

都
府
立
医
学
校
を
退
学
し
た
の
ち
楚
人
冠
を
頼
っ
て
上
京
し
た
。
一
九
〇
〇
年
に

第
一
高
等
学
校
に
入
学
し
、
森
田
草
平
ら
と
同
級
に
な
っ
た
。
と
も
に
一
九
〇
三

年
に
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
に
入
学
し
、
ロ
ン
ド
ン
か
ら
帰
国
し
た
夏
目
金
之

助
（
の
ち
の
漱
石
）
の
講
義
を
受
け
た
。

　

大
学
卒
業
後
、
も
と
も
と
楚
人
冠
を
通
じ
て
仏
教
清
徒
同
志
会
の
『
新
仏
教
』

の
編
集
な
ど
に
携
わ
っ
て
い
た
古
峡
は
、
そ
の
楚
人
冠
の
紹
介
で
東
京
朝
日
新
聞

社
社
員
と
な
る
が
、
一
方
で
漱
石
に
師
事
し
て
小
説
家
を
目
指
し
、『
朝
日
新
聞
』

に
小
説
や
翻
訳
な
ど
を
掲
載
し
た
。
長
編
小
説
「
回
想
」（
一
九
〇
八
年
）
と
『
殻
』

（
一
九
一
二
年
）と
が『
東
京
朝
日
新
聞
』に
掲
載
さ
れ
た
の
も
漱
石
の
推
挙
で
あ
っ

た
。

　
「
回
想
」
は
い
わ
ゆ
る
「
家
庭
小
説
」
の
枠
組
み
で
し
か
な
か
っ
た
が
、『
殻
』

は
単
行
本
化
も
さ
れ
当
時
は
一
定
の
評
価
も
あ
っ
た
。
同
じ
一
九
一
二
年
か
ら
発

表
さ
れ
た
漱
石
の
『
行
人
』
が
、
主
人
公
一
郎
と
い
う
「
知
識
人
」
の
狂
気
を
描

い
た
こ
と
に
比
較
す
る
と
、『
殻
』
は
精
神
病
で
亡
く
な
っ
た
弟
を
モ
デ
ル
に
し
て

い
る
た
め
、
い
わ
ば
「
一
般
人
」
の
精
神
病
を
扱
っ
た
点
が
注
目
さ
れ
る６

。
そ
れ

に
加
え
て
、
視
点
人
物
で
あ
る
主
人
公
を
含
め
た
病
者
の
家
族
が
、
翻
弄
さ
れ
苦

悩
し
、
疲
弊
し
て
ゆ
く
様
が
中
心
化
さ
れ
て
い
る
点
が
目
を
惹
く
。

　

実
際
に
、
古
峡
は
こ
の
弟
の
病
の
た
め
も
あ
っ
て
、
学
生
時
代
は
経
済
的
に
常

に
厳
し
い
状
態
で
あ
っ
た
。
漱
石
は
そ
の
こ
ろ
か
ら
、
金
銭
的
援
助
を
含
め
た
個

人
的
な
関
わ
り
を
も
ち
、『
殻
』
を
は
じ
め
と
す
る
小
説
の
指
導
も
し
て
い
た
。
だ

が
一
九
一
三
年
に
単
行
本
化
さ
れ
た
『
殻
』
を
め
ぐ
っ
て
漱
石
と
は
齟
齬
が
あ
り
、

師
弟
関
係
に
は
距
離
が
で
き
た
と
言
わ
れ
る７

。
と
は
い
う
も
の
の
、
漱
石
門
弟
の

代
表
格
で
あ
る
森
田
草
平
と
は
晩
年
ま
で
懇
意
で
も
あ
っ
た
う
え
、
一
九
一
五
年

に
は
草
平
ら
が
中
心
に
な
っ
て
出
版
し
た
『
孤
蝶
馬
場
勝
弥
氏
立
候
補
後
援
―
―

現
代
文
集
』８

に
、
漱
石
、
草
平
、
鈴
木
三
重
吉
、
小
宮
豊
隆
、
野
上
臼
川
（
豊
一
郎
）、

野
上
彌
生
子
ら
と
と
も
に
名
を
連
ね
て
い
る
。
そ
し
て
、
の
ち
に
詳
し
く
述
べ
る

よ
う
に
、
漱
石
に
小
説
を
送
っ
て
新
聞
掲
載
の
依
頼
も
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら

考
え
れ
ば
、
古
峡
は
確
か
に
漱
石
の
「
弟
子
」
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、い
わ
ゆ
る
〈
漱
石
山
脈
〉
と
い
わ
れ
る
漱
石
の
門
下
生
グ
ル
ー

プ
の
な
か
に
、
古
峡
が
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
は
古
峡
の
紆
余
曲
折
の

人
生
、
ま
さ
に
「
変

メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
態
す
る
人
」
と
し
て
の
人
生
に
も
関
わ
る
だ
ろ
う
。
曾
根

が
命
名
し
た
漱
石
の
「
異
端
の
弟
子
」９

と
は
、
漱
石
と
古
峡
と
の
関
係
を
的
確
に

表
し
て
い
る
。

　

一
九
一
六
年
一
二
月
漱
石
没
後
、
古
峡
は
出
版
人
と
し
て
も
活
躍10

し
つ
つ
、
変

態
心
理
研
究
家
と
し
て
「
日
本
精
神
医
学
会
」
を
設
立
し
て
診
療
部
を
設
け
、『
変

態
心
理
』
を
創
刊
す
る
。
そ
の
か
た
わ
ら
、
一
九
二
六
年
、
四
五
歳
で
東
京
医
学

専
門
学
校
に
編
入
学
し
、
二
年
後
に
医
師
免
許
証
を
取
得
す
る
な
ど
、
正
統
な
医

学
教
育
を
受
け
て
、
現
在
の
中
村
古
峡
記
念
病
院
の
基
礎
を
作
っ
た
。
一
九
四
二

年
に
は
六
一
歳
に
し
て
名
古
屋
帝
国
大
学
か
ら
医
学
博
士
の
学
位
を
受
け
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
中
村
古
峡
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
小
説
家
、
出
版
人
、
変
態

心
理
研
究
家
、
精
神
科
医
師
、
そ
し
て
病
院
経
営
者
へ
と
転
身
を
重
ね
る
生
涯
を

送
っ
た
。
彼
の
個
性
は
、
ま
さ
に
こ
の
転
身
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。



九
七

中
村
古
峡
「
蕃
地
か
ら
」
の
方
法　
（
佐
々
木
亜
紀
子
）

　

今
回
紹
介
す
る
「
古
峡
ノ
ー
ト
5
」
な
ど
は
、
千
葉
県
の
中
村
古
峡
記
念
病
院

所
蔵
の
遺
品
で
あ
る
。
確
認
さ
れ
て
い
る
古
峡
の
「
ノ
ー
ト
」
は
一
二
冊
で
、「
古

峡
ノ
ー
ト
5
（8317-8395

）」
は
大
正
元
年
一
一
月
か
ら
大
正
二
年
一
月
ま
で
の

も
の
と
さ
れ
る
（
写
真
1
・
2
）。
ほ
か
に
曾
根
が
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
別
置
し
た
「
古

峡
自
筆
ノ
ー
ト
（SO

-3-1

）」
が
あ
る
（
写
真
3
）。

二
、
漱
石
書
簡
に
み
る
『
殻
』
以
降
の
小
説
評

　

古
峡
は
の
ち
に
小
説
家
か
ら
転
身
す
る
の
で
あ
る
が
、
小
説
家
と
し
て
の
野
心

を
未
だ
抱
い
て
い
た
時
を
本
稿
で
は
扱
い
た
い
。

　
『
殻
』
の
あ
と
に
続
く
小
説
を
模
索
し
て
い
た
古
峡
が
、
漱
石
に
『
朝
日
新
聞
』

へ
の
自
作
の
掲
載
依
頼
を
し
て
い
た
こ
と
は
、
漱
石
書
簡
（
一
九
一
五
年
六
月
四

日
付
け
）
な
ど
か
ら
確
認
で
き
る
。

　
「
此
次
の
小
説
を
書
き
た
い
と
い
ふ
御
希
望
の
書
面
拝
見
し
ま
し
た
」
と
始
ま
る

こ
の
書
簡
は
、
掲
載
中
の
『
道
草
』
の
あ
と
に
自
分
の
小
説
を
掲
載
し
て
ほ
し
い

と
い
う
「
希
望
」
に
対
す
る
返
事
の
よ
う
で
、『
朝
日
新
聞
』
へ
の
掲
載
を
諦
め
る

よ
う
諭
す
口
調
で
あ
る
。

　

次
に
確
認
で
き
る
古
峡
宛
の
漱
石
書
簡
は
、
そ
の
書
簡
か
ら
一
年
以
上
経
っ
た

一
九
一
六
年
八
月
二
四
日
付
け
書
簡
で
あ
る
。
こ
の
書
簡
で
は
単
に
依
頼
を
断
る

の
で
は
な
く
、
古
峡
か
ら
預
か
っ
て
い
た
小
説
二
作
を
返
送
し
て
い
る
。

感
じ
た
通
り
を
申
ま
す
と
、
ど
う
も
小
説

0

0

（
好
い
意
味
で
い
ふ
の
で
す
が

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

）

ら
し
い
感
じ

0

0

0

0

0

が
乏
し
い
の
で
す
。
こ
と
に
最
初
の
赤
子
を
殺
す
気
狂
の
如
き

は
滑
稽
な
感
じ
が
起
る
丈
で
す
。（
中
略
）
た
ゞ
残
酷
な
人
だ
い
ふ
事
を
強

ひ
つ
け
る
積
で
は
な
い
で
せ
う
。
又
夫
な
ら
芸
術
品
と
し
て
何
の
価
値
も
な

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

い0

で
せ
う
。
も
し
さ
う
い
ふ
意
味
で
書
い
た
の
で
な
い
と
す
る
な
ら
、（
中
略
）

あ
る
連
続
し
た
原
因
結
果
を
具
像
的
に
示
し
得
る
真〇

〔
○

は
原
文
に
拠
る
：

引
用
者
注
〕
の
発
揮
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
中
略
）
悉
く
陳
腐
と
平

凡
を
離
れ
た
意
味
で
読
者
の
眼
を
驚
ろ
か
し
同
時
に
啓
発
し
な
け
れ
ば

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

な
り

ま
す
ま
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、第
一
作
目
を
批
判
し
、二
作
目
に
つ
い
て
は
、次
の
よ
う
に
記
す
。

僕
の
考
で
は
是
と
て
も
芸
術
品

0

0

0

に
な
つ
て
ゐ
な
い
と
思
ひ
ま
す
。（
中
略
）

原
稿
は
一
先
づ
御
返
し
致
し
ま
す

0

0

0

0

0

0

0

。

先
達
て
中
央
公
論
に
出
た
蕃
人
の
事
を
書
い
た
も
の
は
面
白
う
御
座
い
ま
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

た0

。

　

こ
の
書
簡
に
あ
る
「
蕃
人
の
事
を
書
い
た
も
の
」
こ
そ
が
、
本
稿
で
取
り
上
げ

る
「
蕃
地
か
ら
」
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
度
重
な
る
『
朝
日
新
聞
』
不
掲
載
の

断
り
の
果
て
に
、
付
記
の
よ
う
に
書
か
れ
た
こ
の
一
文
は
、
漱
石
の
気
遣
い
程
度

に
も
解
釈
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
丁
寧
に
「
小
説
ら
し
い
感
じ
」
の
た
め
の
方
法
を
指
南
し
、

読
者
へ
の
「
啓
発
」
の
必
要
性
や
「
芸
術
品
」
と
し
て
の
価
値
を
、
こ
と
ば
を
尽

く
し
て
説
明
し
た
漱
石
が
、
お
世
辞
で
「
蕃
地
か
ら
」
に
わ
ざ
わ
ざ
言
及
し
て
ほ

め
る
と
は
考
え
に
く
い
。
漱
石
が
「
面
白
」
い
と
感
ず
る
よ
う
な
側
面
を
今
一
度

考
え
て
み
る
必
要
も
あ
ろ
う
。「
芸
術
品
」
と
し
て
の
価
値
と
ま
で
は
評
価
で
き
な
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い
と
し
て
も
、少
な
く
と
も
〈
外
地
〉
へ
の
旅
が
も
た
ら
し
た
内
容
や
方
法
の
「
面

白
」
さ
は
、「
満
韓
と
こ
ろ
〴
〵
」
の
漱
石
な
ら
で
は
の
観
点
が
あ
っ
た
可
能
性
も

あ
る
。
そ
こ
で
本
論
で
は
、〈
外
地
〉
に
関
わ
る
漱
石
と
古
峡
の
作
品
の
検
討
か
ら
、

「
蕃
地
か
ら
」
の
方
法
と
位
置
づ
け
を
検
討
し
た
い
。

三
、「
蕃
地
か
ら
」
の
概
観
と
先
行
研
究

　
「
蕃
地
か
ら
」
は
先
の
漱
石
書
簡
の
前
月
、
す
な
わ
ち
一
九
一
六
年
七
月
『
中
央

公
論
』
の
臨
時
増
刊
号
（
の
ち
『
変
態
心
理
の
人
々
』（
大
阪
屋
号
書
店
、
一
九
二

六
）
所
収
）
に
発
表
さ
れ
た
。
初
出
の
目
次
に
は
「
小
説
」
と
あ
る
。

　

初
出
と
な
っ
た
『
中
央
公
論
』
は
「
中
央
公
論
世
界
大
観
号
創
作
」
と
銘
打
ち
、

与
謝
野
晶
子
や
小
山
内
薫
の
七
小
説
と
二
脚
本
を
掲
載
し
て
い
る
。
古
峡
以
外
で

は
、
有
島
生
馬
が
「
孤
鸞
鏡
中
影
」
で
釜
山
、
奉
天
、
天
津
、
北
京
へ
の
旅
を
描
き
、

虚
子
の
「
内
地
の
海
辺
よ
り
」
が
、「
朝
鮮
」
に
住
む
人
へ
書
簡
と
い
う
形
式
で
〈
外

地
〉
を
描
い
て
い
る
。
ま
た
長
田
幹
彦
が
「
積
丹
の
少
女
」
で
積
丹
を
取
り
上
げ

て
お
り
、「
世
界
大
観
」
と
い
う
名
の
も
と
に
、
当
時
の
植
民
地
主
義
に
傾
斜
し
て

い
る
こ
と
が
、
全
体
的
に
読
み
取
れ
る
。

　
「
蕃
地
か
ら
」
は
、
旅
先
か
ら
「
K
君
」
へ
の
書
簡
と
い
う
形
式
で
、「
僕
が
此

の
前
台
湾
の
最
南
端
鵞
鑾
鼻
の
燈
台
か
ら

0

0

0

0

0

0

0

0

君
に
出
し
た
、
あ
の
長
い
手
紙

0

0

0

0

0

0

は
も
う

見
て
呉
れ
た
だ
ら
う
（
一
）」
と
語
る
。
そ
し
て
「
一
、蕃
地
か
ら
の
第
一
信
」「
二
、

テ
ボ
・
サ
ド
ガ
イ
と
其
の
口パ

ザ風
琴エ
ン

」「
三
、草
埔
後
〔
ソ
ウ
ボ
ア
ウ
〕
の
一
夜
」「
四
、

恐
ろ
し
き
一
時
間
」「
五
、
頭
目
の
家
の
宝
物
」
の
五
節
か
ら
成
り
、
そ
の
あ
と
に
、

「
東
京
へ
帰
つ
て
」
と
は
じ
ま
る
後
日
談
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
帰
国
後

半
年
程
で
、「
数
蕃
社
」
の
「
叛
逆

0

0

」
を
『
台
湾
日
日
新
聞
』
の
報
道
で
知
り
、
同

地
で
世
話
に
な
っ
た
人
々
に
思
い
を
馳
せ
、「
尊
敬
す
べ
き
わ
が
同
胞
の
運
命
を
思

う
た
」
と
結
ぶ
。

　

こ
こ
い
う
「
鵞
鑾
鼻
の
燈
台
か
ら
」
の
「
あ
の
長
い
手
紙
」
と
は
、「
蕃
地
か
ら
」

に
先
立
っ
て
、
一
九
一
三
年
六
月
か
ら
七
月
に
『
朝
日
新
聞
』
に
一
六
回
掲
載
さ

れ
た
「
鵞
鑾
鼻
ま
で
」
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。「
蕃
地
か
ら
」
は
、「
鵞
鑾
鼻
ま
で
」

か
ら
三
年
以
上
経
っ
て
い
る
が
、
そ
の
続
編
の
一
面
を
持
つ
こ
と
を
示
唆
し
て
い

る
。
両
作
品
の
材
は
、
の
ち
に
詳
し
く
述
べ
る
よ
う
に
、
古
峡
が
一
九
一
三
年
に

台
湾
を
旅
し
た
と
き
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
「
古
峡
ノ
ー
ト
5
」
か
ら
裏
付
け
ら

れ
る
。

　
「
鵞
鑾
鼻
ま
で
」
に
つ
い
て
は
、
簡
中
昊
が
作
中
の
地
名
か
ら
「
旅
行
行
程
」
を

推
察
し
つ
つ
、「
こ
の
紀
行
文
は
猟
奇
的
で
あ
り
、
一
般
人
の
目
線
に
よ
り
近
」
く
、

「
原
住
民
の
「
改
造
」
す
る
可
能
性
と
「
残
虐
の
本
性
」
と
い
う
二
つ
の
着
目
点
を

作
り
、
原
住
民
に
関
す
る
新
し
い
思
考
を
展
開
し
て
い
っ
た
」11

と
述
べ
て
い
る
。

　

ま
た
河
原
功
は
「
蕃
地
か
ら
」
を
「
商
業
ベ
ー
ス
の
総
合
雑
誌
に
み
る
、
原
住

民
族
を
本
格
的
に
扱
っ
た
最
初
の
作
品

0

0

0

0

0

と
な
ろ
う
」
と
し
つ
つ
、「
叛
逆
」
に
つ
い

て
の
後
日
談
が
、「
犠
牲
と
な
っ
た
警
察
官
た
ち
を
哀
悼
す
る
こ
と
で
こ
の
作
品
を

終
結
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
彼
の
視
点
は
、
あ
く
ま
で
も
支
配
者
た
る
「
内

地
人
」
の
目
で
、
し
か
も
旅
行
者
の
目
で
原
住
民
族
を
見
て
い
る
だ
け
で
あ
る
」12

と
論
じ
て
い
る
。
だ
が
こ
の
件
に
関
し
て
、
河
原
は
「
中
村
古
峡
ひ
と
り
を
責
め

る
わ
け
に
も
い
か
な
い
。
台
湾
原
住
民
に
対
す
る
日
本
人
の
認
識
程
度
は
そ
の
程

度
の
も
の
で
あ
っ
た
し
、
新
聞
報
道
も
台
湾
原
住
民
に
は
冷
淡
な
も
の
だ
っ
た
」13

と
も
記
し
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
し
ろ
、
時
代
の
通
念
か
ら
自
由
で
は
な
い
こ
と
は
確
か
だ
。
植
民
地



九
九

中
村
古
峡
「
蕃
地
か
ら
」
の
方
法　
（
佐
々
木
亜
紀
子
）

主
義
を
疑
う
こ
と
の
な
い
古
峡
の
政
治
的
立
ち
位
置
が
露
呈
し
て
お
り
、〈
外
地
〉

へ
の
旅
の
危
う
さ
は
否
定
し
が
た
い
。
こ
の
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
次
に
は
、

「
古
峡
ノ
ー
ト
」
を
解
読
し
つ
つ
、〈
外
地
〉
へ
の
旅
を
取
材
し
た
ほ
か
の
作
品
を

検
討
す
る
。

四
、「
古
峡
ノ
ー
ト
5
」
に
記
さ
れ
た
台
南
旅
行
と
二
作
品

　

古
峡
は
一
九
一
三
年
と
一
九
二
〇
年
に
台
湾
旅
行
を
し
て
い
る
。
主
な
る
目
的

は
取
材
で
は
な
く
、
二
度
と
も
最
初
の
結
婚
相
手
で
あ
る
小
畑
照
世
に
関
わ
っ
て

い
る
。
一
度
目
の
旅
行
で
は
照
世
と
同
地
で
会
っ
て
お
り
、
同
年
の
四
月
に
入
籍

し
て
い
る
。
そ
し
て
二
度
目
の
旅
行
は
照
世
の
父
が
死
去
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。

　
「
鵞
鑾
鼻
ま
で
」
と
「
蕃
地
か
ら
」
両
作
の
も
と
に
な
っ
た
の
は
、
一
度
目
の
台

湾
行
で
あ
り
、
古
峡
の
遺
品
で
あ
る
「
古
峡
ノ
ー
ト
5
」
に
は
、
こ
の
時
の
旅
程
、

料
金
、
取
材
中
の
メ
モ
及
び
下
書
な
ど
が
多
く
記
さ
れ
て
い
た
。

　
「
古
峡
ノ
ー
ト
5
」
か
ら
見
つ
か
っ
た
旅
行
中
の
行
程
を
記
し
た
メ
モ
（8375-

8377

）
か
ら
は
次
の
よ
う
な
、
足
跡
が
読
み
と
れ
る
。
一
九
一
二
年
一
二
月
二
八

日
か
ら
一
九
一
三
年
一
月
一
日
は
船
中
。
一
日
に
基
隆
、
五
日
に
台
北
、
八
日
に

台
中
。
九
日
か
ら
一
二
日
ま
で
阿
里
山
、
そ
し
て
二
十
日
ま
で
台
中
。
そ
の
後
、

船
で
移
動
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
二
一
日
以
降
は
判
然
と
し
な
い
部
分
も
あ
る
。

　

そ
し
て
、「
鵞
鑾
鼻
ま
で
」「
蕃
地
か
ら
」
に
関
わ
る
旅
程
（
写
真
1
）
は
、
台

南
に
到
着
し
た
二
四
日
か
ら
二
月
一
日
で
あ
る
。
一
月
二
四
日
は
、
東
港
・
枋
山
・

楓
港
・
海
口
・
車
城
・
四
重
渓
。
一
月
二
五
日
は
、
四
重
渓
・
石
門
・
恒
春
。
一

月
二
六
日
は
、
恒
春
・
大
板
轆
〔
タ
イ
ハ
ン
ロ
ク
〕。
一
月
二
七
日
は
、
大
板
轆
・

墾
丁
・
亀
仔
角
〔
ク
ラ
ア
ル
〕・
鵞
鑾
鼻
。
一
月
二
八
日
は
、
鵞
鑾
鼻
・
望
楼
・
漢

口
、
そ
し
て
蚊
蟀
〔
マ
ン
ス
〕
泊
。
一
月
二
九
日
は
、
蚊
蟀
か
ら
高
士
佛
〔
ク
ス

写真 1：8376・8377
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別
冊

一
〇
〇

ク
ス
〕。
一
月
三
〇
日
は
、
高
士
佛
か
ら
草
埔
後
泊
。
一
月
三
一
日
は
、
草
埔
後
か

ら
内
文
。
二
月
一
日
は
内
文
・
芒
〔
ス
ボ
ン
〕。
そ
し
て
二
月
二
日
に
東
港
帰
着
。

　

作
品
に
言
及
さ
れ
る
地
名
を
照
合
し
て
み
る
と
、「
鵞
鑾
鼻
ま
で
」（
一
九
一
三
・

六
～
七
『
朝
日
新
聞
』
一
六
回
）
第
一
回
か
ら
第
九
回
に
あ
た
る
、
東
港
か
ら
四

重
渓
は
一
月
二
四
日
。
第
十
回
か
ら
十
一
回
の
石
門
は
、
同
月
二
五
日
。
第
十
二

回
恒
春
は
同
月
二
六
日
。
そ
し
て
第
十
三
回
か
ら
第
十
六
回
の
大
板
轆
か
ら
鵞
鑾

鼻
は
同
月
二
七
日
の
見
聞
で
あ
る
。「
鵞
鑾
鼻
ま
で
」
の
末
尾
で
は
「
長
く
な
る
か

ら
、
一
先
此
処
に
て
筆
を
擱
く
」
と
あ
っ
て
、
三
年
以
上
の
ち
の
「
蕃
地
か
ら
」

で
そ
の
続
き
が
描
か
れ
た
。

　

即
ち
、
第
一
節
は
一
月
二
八
日
、
第
二
節
は
同
月
二
九
日
、
第
三
節
は
同
月
三

〇
日
、
第
四
節
は
同
月
三
一
日
、
第
五
節
は
同
日
か
ら
二
月
一
日
の
見
聞
と
推
定

さ
れ
る
。
つ
ま
り
、「
蕃
地
か
ら
」
は
一
つ
の
節
が
ほ
ぼ
一
日
の
出
来
事
に
対
応
し

て
お
り
、
の
ち
述
べ
る
よ
う
に
、「
旅
行
日
記
」
の
よ
う
な
側
面
を
も
っ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、書
簡
形
式
の
小
説
ら
し
く
、「
蕃
地
か
ら
」
は
冒
頭
で
「
K
君
」
に
向
っ

て
「
僕
」
が
「
高
士
佛
蕃
社
の
公
学
校
の
一
隅
（
一
）」
か
ら
書
い
て
い
る
と
設
定

さ
れ
て
お
り
、「
僕
が
其
の
燈
台
〔
鵞
鑾
鼻
燈
台
を
指
す
：
引
用
者
〕
に
別
れ
を
告

げ
た
の
は
、
昨
日

0

0

の
朝
の
八
時
で
あ
つ
た
（
一
）」
と
あ
る
の
で
、
一
節
が
一
日
の

出
来
事
で
は
あ
っ
て
も
、
二
日
分
を
ま
と
め
て
手
紙
で
書
い
て
い
る
と
い
う
設
定

に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
末
尾
近
く
に
や
は
り
「
K
君
」
に
呼
び
か
け
て
、「
獅サ

ヤ
タ
ウ頭
蕃

社
の
方
面
へ
出
掛
け
る
積
り
だ
。
ま
だ
二
三
日
は
蕃
地
を
出
ら
〔
れ
：
引
用
者
〕

な
い
（
五
）」
な
ど
、
事
実
そ
の
ま
ま
で
は
な
い
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
性
も
み
ら
れ
る
。

　

だ
が
こ
の
二
作
品
が
連
続
す
る
体
験
を
素
材
に
し
て
い
る
と
い
う
件
に
関
し
て

は
、旅
程
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。更
に
そ
れ
を
裏
付
け
る
も
の
と
し
て「
古
峡
ノ
ー

ト
5
」8387

（
写
真
2
）
が
あ
る
。

　

ノ
ー
ト
に
は
、
横
書
き
で
、「
六
時
灯
台
ニ
着
ク　

火
ノ
着
ク
所
ヲ
見
ル
」「
レ

ン
ズ
1
高
サ
一
間
余
」「
水
溜
タ
ン
ク　

九
個
二
間
四
方　

深
サ
九
尺　

外
ニ
六
個
」

と
右
頁
に
あ
り
、
内
容
は
「
鵞
鑾
鼻
ま
で
」
最
終
回
の
内
容
に
一
致
す
る
。

　

そ
し
て
左
頁
に
は
、
や
は
り
横
書
き
で
、「
ツ
マ
（
舌
）
―
生
蕃　

ツ
バ
（
唇
）

―
鹿
児
島　

ツ
バ
（
唾
）
―
内
地
人
」
な
ど
と
あ
り
、「
蕃
地
か
ら
」
冒
頭
節
の
「
蚊

蟀
支
庁
長
の
舎
宅
」
で
「
此
地
方
の
生
蕃
の
言
語
や
風
俗
と
、
内
地
人
特
に
鹿
児

島
地
方
の
其
等
と
が
非
常
に
類
似
し
て
ゐ
る
点
（
一
）」
と
し
て
話
題
に
し
た
例
と

一
致
し
て
い
る
。

　

続
け
て
書
い
た
と
推
定
さ
れ
る
左
右
の
頁
が
、
三
年
の
開
き
が
あ
る
二
つ
の
作

品
に
分
け
て
表
現
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　

五
、「
古
峡
ノ
ー
ト
5
」
に
記
さ
れ
た
「
蕃
地
か
ら
」
の
素
材

　
「
古
峡
ノ
ー
ト
5
」
に
は
「
蕃
地
か
ら
」
の
素
材
と
推
定
さ
れ
る
メ
モ
や
下
書
な

ど
が
、8387

の
ほ
か
に
も
多
く
見
ら
れ
る
。
先
に
あ
げ
た
第
一
節
の
素
材
と
な
っ

た8387

以
外
は
、
縦
書
に
変
わ
っ
て
い
る
が
、
他
の
節
に
関
わ
る
頁
を
以
下
に
紹

介
し
た
い
（
写
真
2
）。



一
〇
一

中
村
古
峡
「
蕃
地
か
ら
」
の
方
法　
（
佐
々
木
亜
紀
子
）

　
「
二
、
テ
ボ
・
サ
ド
ガ
イ
と
其
の
口パ

ザ風
琴エ
ン

」
に
関
す
る
も
の
。

　

8386

（
下
）「
日
英
博　

八
瑤
―
四
名
（
男
バ
カ
リ
）　

ク
ス
ク
ス
―
八
（
男
五

女
三
―
子
ヒ
エ
ヒ
ロ
日
英
博
）」

　

8384

（
下
）「
歯
黒
ク
、
赤
面
、
鼻
低
ク
」「
白
ノ
胴
衣
ノ
上
ニ
黒
ト
ン
ビ
、
獣

皮
ノ
襟
ヲ
キ
ル　

銀
ノ
腕
輪
二
、
親
父
カ
ベ
ツ
（
姓
）
プ
ラ
ル
ヤ
ン
（
名
）
ガ
旗

ヲ
貰
ヒ
タ
リ　

子
ナ
レ
ド
分
家
シ
よ
リ　

テ
ボ
、
サ
ド
ガ
イ
四
十
歳
位　

子
四
人

ア
リ
、
長
男
十
六
歳
」

写真 2：8387・8384・8380

　

8384

（
上
）「
蕃
人
ノ
英
国
記　

町
モ
家
モ
大
、
美
、
立
派　

水
道
、
田
モ
ナ
イ

ガ
ミ
カ
ン
モ　

薯
モ
ア
ル
」「
女
ハ
腰
ガ
細
イ　

巡
査
ガ
非
常
ニ
大
キ
イ
」

　

8383

（
下
）「
歌
ヲ
ウ
タ
フ
、
寄
宿
生
」「
礼
ノ
ウ
タ　

其
後
ハ
困
ツ
タ
、
遅
ク

ナ
ル
ト
云
フ　

何
デ
モ
感
情
其
儘
ヲ
云
フ　

フ
ァ
ザ
エ
ン
」「
カ
ベ
ツ
カ
ル
ゝ
」

　
「
三
、
草
埔
後
の
一
夜
」
に
関
す
る
も
の
。

　

8382

（
下
）「
非
常
ナ
谷
坂
、
六
時
前
草
埔
後
着
、
水
面
上
二
千
四
百
尺　

九
〇

戸　

六
百
人
住
」

　
「
四
、
恐
ろ
し
き
一
時
間
」
に
関
す
る
も
の
。

　

8381

（
上
）「
ク
ラ
ユ
ウ　

駆
猟
遊
社
社
長
―
ガ
ル
ジ
グ
ジ
（
姓
）　

チ
ュ
ヂ
ユ

イ　

明
治
元
年
生
四
十
六
」

　
「
五
、
頭
目
の
家
の
宝
物
」
に
関
す
る
も
の
。

　

8380

（
下
）「
二
月
一
日
朝　

内
文
総
頭
目
ノ
家
ヲ
見
ル　

宝
物
、粟
三
房
ヅ
ゝ
」

「
萱　

大
甕
」　
「
人
頭
棚　

頭
骨
五
十
位　

今
一
ツ
六
十
余　

石
板
石　

厚
三
寸
巾

二
尺
五
寸　

内
文
社
二
股
頭
目
ノ
祖
先
ハ
太
陽
ノ
子
ナ
リ
ト
其
由
来
ハ
太
古
天
ヨ

リ
太
陽
ノ
卵
ニ
今
ノ
潮
州
管
内
ガ
ビ
ヤ
ガ
ン
社
ニ
落
チ
、
日
ヲ
経
テ
孵
化
シ
タ
ル

ハ
男
女
二
人
男
カ
ジ
ツ
女
マ
ア
カ
イ
、
夫
婦
ニ
ナ
リ
テ
其
卵
殻
ヲ
携
ヘ
南
方
豊
沃

ノ
地
ヲ
追
ウ
テ
力
々
社
ニ
来
リ
」

　
8379

（
下
）「「
パ
ラ
リ
グ
リ
グ
ト
」
ト
云
フ
丸
木
ノ
中
ニ
空
ニ
鑿
チ
円
筒
形
ト

ナ
シ
其
上
ニ
板
石
ヲ
以
テ
蓋
ト
シ
タ
ル
モ
ノ
二
個
ア
リ　

一
ツ
高
約
一
尺
五
寸
一

ツ
高
サ
約
二
尺
余
、
其
少
ナ
ル
ヲ
最
モ
尊
重
シ
此
内
、
先
祖
及
豚
猪
鹿
蛇
等
ノ
骨

ヲ
納
メ
ア
リ
ト　

太
古
外
国
人
（
西
洋
人
）
当
社
ヲ
攻
ム
ル
ヤ
敵
多
ク
シ
テ
耐
ユ

ル
能
ハ
ズ　

将
ニ
全
滅
セ
ン
ト
ス
ル
ニ
当
リ
此
器
ヲ
屋
外
ニ
出
セ
シ
ニ
中
ナ
ル
霊

魂
怒
リ
テ
」
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8379

（
上
）「
先
祖
「
サ
ラ
カ
ツ
」（
ラ
カ
ツ
ハ
蕃
語
豪
傑
）
ナ
ル
モ
ノ
ハ
女
ナ

レ
ド
モ
非
凡
ノ
豪
勇
ニ
シ
テ
始
メ
「
チ
ャ
ヂ
ャ
カ
ボ
ス
」
社
ヨ
リ
内
文
社
ニ
移
住

ノ
際
長
約
七
尺
巾
五
尺
厚
約
二
寸
」

　

8378

（
上
）「
粟
穂
三
把
ヲ
翌
年
粟
ノ
収
穫
ス
ル
迄
屋
内
ノ
柱
に
吊
シ
オ
キ
翌
年

収
カ
ク
ス
ル
ト
共
ニ
三
ヶ
揉
潰
シ
其
実
ヲ
採
リ
穂
殻
ノ
ミ
此
中
ニ
納
ム
」

　

以
上
は
、
ノ
ー
ト
の
な
か
の
一
部
で
あ
る
が
、
五
つ
の
節
の
な
か
で
は
、
第
三

節
に
関
わ
る
記
載
が
少
な
く
、
第
五
節
に
関
す
る
記
載
が
多
い
。

　
「
三
、
草
埔
後
の
一
夜
」
の
内
容
は
、
主
に
腹
痛
で
一
夜
を
明
か
し
た
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
幾
度
も
戸
外
で
「
用
を
足
し
た
」
寒
さ
と
、
茂
み
か
ら
聞
こ
え
た
物

音
に
、「
蕃
社
」
同
士
の
「
葛い

さ
こ
さ藤
」
を
想
起
し
て
「
心
臓
が
胸
の
中
で
そ
の
ま
ゝ
石

に
な
つ
た
や
う
な
感
じ
（
三
）」
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
聞
き
書
き
で

な
い
内
容
に
は
、
下
書
が
見
当
た
ら
な
い
。

　

反
し
て
「
五
、
頭
目
の
家
の
宝
物
」
に
関
す
る
メ
モ
や
下
書
は
最
も
詳
細
で
分

量
も
多
い
。
文
化
人
類
学
的
、
あ
る
い
は
人
種
学
的
視
点
か
ら
の
関
心
と
い
え
よ

う
か
。
特
に
「
首
棚
（
五
）」
を
実
際
に
取
材
し
、
創
始
の
神
話
を
聞
く
こ
と
は
通

訳
を
介
し
て
い
た
は
ず
だ
が
、非
常
に
詳
細
で
あ
る
。聞
き
書
き
の
メ
モ
の
あ
と
に
、

す
ぐ
に
下
書
と
推
定
で
き
る
記
載
が
続
き
、
ほ
と
ん
ど
訂
正
や
書
き
損
じ
が
な
い
。

古
峡
の
筆
力
の
確
か
さ
と
速
さ
が
印
象
的
で
あ
る
。

六
、「
哈
爾
賓
ま
で
」
と
漱
石
「
満
韓
と
こ
ろ
〴
〵
」

　

中
村
古
峡
に
は
「
鵞
鑾
鼻
ま
で
」「
蕃
地
か
ら
」
以
外
に
も
、「
哈
爾
賓
ま
で
」（『
新

仏
教
』
一
九
一
〇
・
一
）
や
「
変
態
心
理
雑
話
（
台
湾
の
童
乩
〔
タ
ン
キ
ー
〕）」（『
変

態
心
理
』
一
九
二
五
・
七
）、「
変
態
心
理
雑
話
（
生
蕃
の
マ
カ
ワ
サ
イ
）」（『
変
態

心
理
』
一
九
二
五
・
八
）「
樺
太
ま
で
」（『
変
態
心
理
』
一
九
二
五
・
九
及
び
一
〇
）

な
ど
〈
外
地
〉
を
取
材
し
た
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
初
め
て
の
〈
外
地
〉
作

品
で
あ
る
「
哈
爾
賓
ま
で
」
を
と
り
あ
げ
、
夏
目
漱
石
の
「
満
韓
と
こ
ろ
〴
〵
」

と
の
関
連
に
注
目
し
つ
つ
「
蕃
地
か
ら
」
の
方
法
と
の
接
点
に
つ
な
げ
た
い
。

　
「
中
村
古
峡　

年
譜
」14

の
一
九
〇
九
年
の
項
に
は
、「
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て「
満

韓
」
旅
行
、
ハ
ル
ピ
ン
ま
で
行
く
。
六
月
二
九
日
、
帰
郷
」
と
あ
る
。
旅
程
の
詳

細
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
漱
石
の
「
満
韓
」
旅
行
が
同
年
の
九
月
二
日
か
ら
一

〇
月
一
七
日
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
よ
り
も
四
か
月
先
ん
じ
た
旅
行
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
発
表
は
漱
石
の
「
満
韓
と
こ
ろ
〴
〵
」（『
朝
日
新
聞
』
同
年
一
〇
月

二
一
日
か
ら
一
二
月
三
〇
日
、
休
載
を
挟
み
五
一
回
）
に
は
遅
れ
、「
哈
爾
賓
ま
で
」

が
『
新
仏
教
』
に
掲
載
さ
れ
た
の
は
翌
年
一
九
一
〇
年
一
月
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
冒
頭
に
は
、「
は
し
が
き
」
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

大
連
旅
順
の
見
物
も
一
通
り
済
ん
だ
（
中
略
）
友
人
に
相
談
し
た
ら
（
中
略
）

内
地
か
ら
満
洲
を
見
に
来
た
奴
は
、
大
抵
南
満
鉄
道

0

0

0

0

を
止
り
に
し
て
、
土
産

話
も
其
間
に
限
つ
て
居
る
故
（
中
略
）
其
よ
り
長
春
以
北
の
事
だ
よ
（
中
略
）

北
満
洲
の
ま
だ
誰
も
手
の
付
け
な
い
新
ら
し
い
処

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
、
世
間
を
あ
つ
と
云
は

0

0

0

0

0

0

0

0

せ
て
や
つ
て

0

0

0

0

0

は
。（
中
略
）
つ
い
浮
々
と
乗
せ
ら
れ
て
、
其
い
つ
あ
面
白
い

0

0

0

0

0

0

0

、

可
し
行
つ
て
見
や
う

0

0

0

0

0

0

0

0

　

北
満
洲
の
「
誰
も
手
の
付
け
な
い
新
ら
し
い
処
」
を
描
く
意
欲
が
、「
は
し
が
き
」

と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
南
満
洲
鉄
道
総
裁
中
村
是
公
の
「
お
も
て
な
し
」
で

旅
す
る
漱
石
の
「
満
韓
と
こ
ろ
〴
〵
」
を
意
識
し
た
内
容
の
よ
う
に
も
読
め
る
。



一
〇
三

中
村
古
峡
「
蕃
地
か
ら
」
の
方
法　
（
佐
々
木
亜
紀
子
）

だ
が
作
品
は
、「
一
」
で
大
連
に
着
き
、「
二
」
で
金
州
駅
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
終
わ
っ

て
い
る
。
末
尾
に
は
「
旅
行
記
の
一
節
」
と
あ
る
が
、少
な
く
と
も
複
数
回
連
載
し
、

タ
イ
ト
ル
通
り
哈
爾
賓
ま
で
の
旅
を
描
い
て
「
世
間
と
あ
つ
と
云
は
せ
て
や
」
る

予
定
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
続
き
は
少
な
く
と
も
『
新
仏
教
』
に
掲
載

さ
れ
ず
に
終
わ
っ
た
。
そ
の
原
因
を
推
察
す
れ
ば
、
や
は
り
伊
藤
博
文
の
暗
殺
と

い
う
社
会
的
大
事
件
で
あ
ろ
う
。

　

漱
石
が
「
満
韓
と
こ
ろ
〴
〵
」
を
掲
載
し
始
め
た
ば
か
り
の
一
九
〇
九
年
一
〇

月
二
五
日
に
伊
藤
博
文
が
射
殺
さ
れ
、
漱
石
す
ら
「
満
韓
」
と
し
な
が
ら
「
韓
国
」

の
こ
と
は
書
か
な
か
っ
た
／
書
け
な
か
っ
た
時
代
に
、「
其
い
つ
あ
面
白
い
、
可
し

行
つ
て
見
や
う
」
と
い
う
気
楽
な
〈
外
地
〉
表
象
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
は
考
え

に
く
い
。
そ
う
い
っ
た
時
代
の
流
れ
が
第
二
回
以
降
の
掲
載
を
見
送
る
原
因
の
一

つ
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

小
森
陽
一
は
漱
石
の
「
満
韓
」
の
旅
を
追
い
つ
つ
、「
満
韓
と
こ
ろ
〴
〵
」
を
詳

細
に
論
じ
て
い
る15

。
論
考
で
は
、
漱
石
が
「
満
韓
」
と
題
し
な
が
ら
「
韓
」
を
書

か
な
か
っ
た
意
図
な
ど
を
含
め
て
、「「
南
満
鉄
道
会
社
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
会

社
な
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
、
一
つ
ひ
と
つ
例
を
ひ
い
て
、
読
者
に
そ
の
内
実
を

伝
え
て
い
く
と
い
う
小
説
的
な
書
き
方
に
な
っ
た
旅
行
記

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

そ
れ
は
「
も
う
大
晦
日
だ
か
ら
一
先
や
め
る
（
五
十
一
）」16

と
い
う
末
尾
の
こ
と
ば

を
、
字
義
通
り
で
は
な
く
、
韓
国
に
「
書
き
及
ば
な
い
た
め
」
の
「
漱
石
の
思
惑
」

と
解
釈
す
る
考
え
で
も
あ
る
。「
満
韓
と
こ
ろ
〴
〵
」
掲
載
の
傍
ら
、『
満
洲
日
日

新
聞
』
に
「
韓
満
所
感
上
・
下
」（
同
年
一
一
月
五
日
・
六
日
）17

を
発
表
し
て
い
た

漱
石
な
ら
で
は
の
判
断
だ
と
い
う
論
に
は
説
得
力
が
あ
る
。

　

小
森
論
の
と
お
り
、「
満
韓
と
こ
ろ
〴
〵
」
は
通
底
す
る
意
図
に
支
え
ら
れ
構
成

さ
れ
た
「
小
説
的
な
書
き
方
に
な
っ
た
旅
行
記
」
と
し
て
読
む
こ
と
が
確
か
に
で

き
る
。
し
か
し
一
方
で
、
こ
の
作
品
は
短
篇
あ
る
い
は
「
小
品
」
と
し
て
享
受
さ

れ
た
歴
史
も
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
日
本
文
章
学
院
（
生
田
弘
治
）
編
『
新
叙
景
文
範
』（
新
潮
社
、
一

九
一
一
年
）
で
は
、「
満
韓
と
こ
ろ
〴
〵
」
の
第
三
十
八
回
だ
け
が
「
暮
れ
て
行
く

野
」
と
題
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
『
金
剛
草
』18

（
至
誠
堂
書
店
、一
九
一
五
）

で
は
、
第
十
三
回
を
「
極
楽
水
の
自
炊
生
活
」
と
す
る
な
ど
、
十
三
、
十
四
、
二

十
一
、
二
十
五
、
二
十
七
、
三
十
、
三
十
三
、
五
十
の
合
計
八
回
分
が
、
そ
れ
ぞ

れ
独
立
し
た
「
小
品
」
と
し
て
タ
イ
ト
ル
付
き
で
採
録
さ
れ
て
い
る
。

　
『
金
剛
草
』
に
は
漱
石
自
身
が
「
自
序
」
を
付
け
、
松
本
道
別19

か
ら
の
た
っ
て
の

依
頼
で
出
版
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
な
ど
を
語
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
「
前
身
」

と
し
た
『
漱
石
文
芸
読
本
』（
新
潮
社
、
一
九
三
八
）
の
「
解
題
」
で
は
、
松
岡
譲

が
「
原
著
に
な
い
題
名
は
、
恐
ら
く
原
編
者
〔
松
本
：
引
用
者
注
〕
の
附
け
ら
れ

た
も
の
と
思
ふ
。
中
に
は
多
少
ど
う
か
と
思
ふ
も
の
が
な
い
で
も
な
い
が
、
と
に

か
く
一
応
漱
石
自
身
の
検
閲

0

0

0

0

0

0

0

を
経
た
も
の
で
あ
ら
う
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
「
満
韓
と
こ
ろ
〴
〵
」
の
一
部
分
が
、
別
々
の
タ
イ
ト
ル
の
も
と
で
一

話
ご
と
に
完
結
し
た
「
小
品
」
と
し
て
読
ま
れ
る
こ
と
を
漱
石
が
許
可
し
た
と
推

定
さ
れ
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
そ
の
よ
う
に
作
品
が
享
受
さ
れ
て
き
た
と

い
う
歴
史
が
あ
る
の
だ
。
小
森
論
の
意
義
は
、
そ
の
よ
う
な
享
受
の
歴
史
で
見
え

に
く
く
な
っ
て
い
た
作
品
の
一
貫
性
を
新
し
く
指
摘
し
た
こ
と
に
あ
る
。

　

そ
れ
は
「
満
韓
と
こ
ろ
〴
〵
」
と
い
う
作
品
の
方
法
に
関
わ
る
。
要
す
る
に
、「
満

韓
と
こ
ろ
〴
〵
」
と
は
、
あ
る
一
貫
し
た
意
図
で
ま
と
め
ら
れ
る
長
篇
と
し
て
の

連
続
性
と
、
一
話
ご
と
に
完
結
性
し
た
「
小
品
」
と
し
て
の
独
立
性
と
を
併
せ
も
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つ
よ
う
に
工
夫
さ
れ
た
作
品
な
の
だ
。

　
「
満
韓
と
こ
ろ
〴
〵
」
の
二
年
余
り
の
ち
、『
彼
岸
過
迄
』
を
発
表
す
る
に
あ
た
っ

て
、
漱
石
は
「
彼
岸
過
迄
に
就
て
」（『
朝
日
新
聞
』
一
九
一
二
・
一
・
一
）
で
、

以
下
の
よ
う
な
予
告
文
を
出
し
て
い
る
。

　

か
ね
て
か
ら
自
分
は
個
々
の
短
篇
を
重
ね
た
末
に
、
其
の
個
々
の
短
篇
が
相

0

0

0

0

0

0

0

合
し
て
一
長
篇
を
構
成
す
る
や
う
に
仕
組
ん
だ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ら
、
新
聞
小
説
と
し
て
存
外

面
白
く
読
ま
れ
は
し
な
い
だ
ら
う
か
と
い
ふ
意
見
を
持
し
て
ゐ
た
。

　　
「
満
韓
と
こ
ろ
〴
〵
」
の
単
行
本
化
と
い
う
こ
と
で
は
、
一
九
一
五
年
の
縮
刷
本

以
前
は
、「
文
鳥
」「
夢
十
夜
」「
永
日
小
品
」
と
と
も
に
『
四
篇
』（
春
陽
堂
、
一

九
一
〇
・
五
）
に
収
め
ら
れ
て
い
た
。「
夢
十
夜
」
に
顕
著
な
よ
う
に
、
こ
れ
ら
も

や
は
り
、
長
篇
と
し
て
の
連
続
性
と
短
篇
と
し
て
の
独
立
性
を
併
せ
も
つ
方
法
的

に
類
似
し
た
作
品
群
と
い
え
よ
う
。
加
え
て
一
九
一
五
年
に
は
、『
彼
岸
過
迄
』
と

こ
れ
ら
を
合
し
た
『
彼
岸
過
迄　

四
篇
』
が
春
陽
堂
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
も
「
個
々
の
短
篇
が
相
合
し
て
一
長
篇
を
構
成
す
る
」「
仕
組
」
で
構
築

さ
れ
た
方
法
的
に
類
似
し
た
作
品
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
『
彼
岸
過
迄
』
の
方
法
は
、

「
夢
十
夜
」
な
ど
に
比
べ
れ
ば
、
形
式
と
内
容
と
が
分
か
ち
が
た
く
よ
り
複
雑
化
し

て
い
る
が
、
こ
れ
は
新
聞
連
載
な
ら
で
は
の
方
法
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
後
期
三

部
作
」
に
も
共
通
す
る
構
成
で
あ
る
。

七
、
旅
を
描
く
方
法
と
幻
の
『
台
湾
游
記
』

　

漱
石
の
「
満
韓
と
こ
ろ
〴
〵
」
の
連
載
修
了
の
翌
月
、「
満
韓
」
の
旅
を
先
に
し

て
い
た
古
峡
の
「
哈
爾
賓
ま
で
」
は
、た
っ
た
一
度
の
掲
載
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
後
発
表
さ
れ
た
〈
外
地
〉
を
材
に
し
た
作
品
が
、
先
述
し
た
「
鵞
鑾
鼻
ま
で
」

で
あ
る
。

　
「
哈
爾
賓
ま
で
」
と
「
鵞
鑾
鼻
ま
で
」
の
間
に
、古
峡
は
『
殻
』
を
『
朝
日
新
聞
』

に
発
表
し
、
小
説
家
と
し
て
一
定
の
評
価
を
得
て
い
た
。
そ
し
て
「
鵞
鑾
鼻
ま
で
」

も
漱
石
の
「
満
韓
と
こ
ろ
〴
〵
」
と
同
じ
『
朝
日
新
聞
』
紙
面20

に
十
六
回
連
載
さ

れ
た
。

　

こ
の
作
品
は
、「
鵞
鑾
鼻
ま
で
」
と
い
う
総
タ
イ
ト
ル
の
も
と
、「
一
、
生
蕃
袋

と
傘
一
本
」
か
ら
は
じ
ま
り
、「
十
六
、
東
洋
一
の
大
燈
台
」
ま
で
す
べ
て
の
節
に

各
々
タ
イ
ト
ル
が
つ
い
て
い
る
。
先
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
日
程
と
し
て
連
続
す

る
台
南
の
旅
を
題
材
に
、
移
動
し
た
場
所
や
体
験
を
小
さ
な
話
題
と
し
て
ま
と
め
、

ま
さ
に
鵞
鑾
鼻
燈
台
ま
で
達
し
て
い
る
。
い
わ
ば
こ
の
作
品
も
「
個
々
の
短
篇
が

相
合
し
て
一
長
篇
を
構
成
す
る
よ
う
に
仕
組
ん
だ
」
も
の
と
い
え
よ
う
。
連
載
が

頓
挫
し
た
「
哈
爾
賓
ま
で
」
で
は
な
し
得
な
か
っ
た
漱
石
の
「
満
韓
と
こ
ろ
〴
〵
」

に
倣
っ
た
方
法
が
選
ば
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
そ
の
方
法
が
「
蕃
地

か
ら
」
で
も
踏
襲
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　

ま
た
「
満
韓
と
こ
ろ
〴
〵
」
は
、
単
な
る
〈
外
地
〉
の
報
告
に
は
終
わ
ら
ず
、

再
会
し
た
旧
友
と
の
思
い
出
や
、
旅
を
す
る
漱
石
自
身
の
胃
痛
を
含
め
た
身
体
性

に
筆
を
費
や
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
単
な
る
風
物
・
風
景
・
名
所
旧
跡
紹

介
を
脱
し
、
漱
石
自
身
の
独
自
な
旅
の
報
告
と
い
う
側
面
が
肥
大
化
し
て
い
る
と

も
と
れ
る
。



一
〇
五

中
村
古
峡
「
蕃
地
か
ら
」
の
方
法　
（
佐
々
木
亜
紀
子
）

　

古
峡
も
ま
た
、「
鵞
鑾
鼻
ま
で
」
で
は
足
の
痛
み
、「
蕃
地
か
ら
」
で
は
腹
痛
の

話
題
を
入
れ
な
が
ら
、
一
般
化
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
独
自
の
旅
の
経
験
を
伝
え
て

い
る
。
特
に
「
蕃
地
か
ら
」
は
、
先
の
旅
程
で
照
合
し
た
よ
う
に
、
一
話
が
一
日

の
出
来
事
と
な
っ
て
お
り
、「
旅
行
日
記
」
に
近
い
側
面
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
方
法
の
模
索
は
、「
鵞
鑾
鼻
ま
で
」
と
「
蕃
地
か
ら
」
の
後
に
出
版
し
た
『
仙
南

仙
北
温
泉
游
記
』（
古
峡
社
、
一
九
一
六
）
に
も
共
通
す
る
。

　
『
仙
南
仙
北
温
泉
游
記
』
の
「
巻
頭
例
言
」
に
は
、
一
九
一
六
年
七
月
一
六
日
か

ら
八
月
五
日
の
「
三
週
間
の
旅
行
日
記

0

0

0

0

」
と
あ
る
。『
松
島
と
金
華
山
』（
古
峡
社
、

一
九
一
七
）
と
と
も
に
、「
宮
城
県
知
事
の
委
嘱
」21

で
、
宮
城
県
庁
の
「
甚
大
の
好

意
と
便
宜
」
の
下
に
温
泉
を
巡
っ
た
体
験
に
、
二
十
八
も
の
温
泉
の
「
案
内
記
め

き
た
る
も
の
」
が
挟
み
込
ま
れ
、
折
込
の
地
図
や
「
温
泉
入
浴
者
心
得
」「
通
俗
温

泉
科
学
」「
我
国
温
泉
の
歴
史
」
と
い
う
「
三
博
士
の
講
話
」
を
再
録
し
て
い
る
。

宮
城
県
の
温
泉
を
巡
っ
た
体
験
を
「
旅
行
日
記
」
と
し
て
一
つ
一
つ
の
ト
ピ
ッ
ク

を
重
ね
な
が
ら
、「
温
泉
游
記
」
と
し
て
ま
と
め
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

　

こ
れ
以
上
詳
し
く
検
討
す
る
紙
幅
は
な
い
が
、古
峡
が
こ
の
作
品
を「
旅
行
日
記
」

と
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
曾
根
が
注
目
し
た
「
古
峡
自
筆
ノ
ー
ト
」（
写

真
3
）
に
も
こ
の
語
が
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。「
旅
行
日
記
」
の
欄
に
は
「
伊
豆

め
ぐ
り
」「
房
総
紀
行
」
な
ど
の
作
品
名
が
並
ぶ
。
写
真
で
は
明
瞭
で
は
な
い
が
、

実
物
を
点
検
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
同
じ
列
の
八
行
目
か
ら
は
、「
台
湾
游
記

0

0

」「
温

泉
游
記

0

0

」「
松
島
金
華
山
」
と
書
か
れ
て
い
た22

。

　
「
温
泉
游
記
」
は
『
仙
南
仙
北
温
泉
游
記
』
で
あ
ろ
う
が
、
一
度
に
書
い
た
様
子

を
考
え
れ
ば
、「
台
湾
游
記
」
と
は
、「
鵞
鑾
鼻
ま
で
」
と
「
蕃
地
か
ら
」
を
併
せ

た
も
の
、あ
る
い
は
「
蕃
地
か
ら
」
の
「
K
君
」
へ
の
書
簡
小
説
と
い
う
フ
ィ
ク
シ
ョ

ナ
ル
な
設
定
な
ど
を
取
り
外
し
て
併
せ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
と
す
れ

ば
、
今
回
紹
介
し
た
「
古
峡
ノ
ー
ト
5
」
は
、
幻
の

0

0

「
台
湾
游
記

0

0

0

0

」
に
よ
り
近
い

も
の
と
言
え
よ
う
。

　

共
通
す
る
「
游
記
」
と
い
う
用
語
は
、『
仙
南
仙
北
温
泉
游
記
』
に
も
「
序
」
を

寄
せ
た
楚
人
冠
の
『
大
英
游
記

0

0

』（
一
九
〇
九
年
・
一
九
一
四
年
版
：
一
九
〇
八
年

版
は
「
遊
記
」）
に
因
む
か
も
し
れ
な
い
。「
ノ
ー
ト
5
」8322-8323

に
は
、『
殻
』

が『
朝
日
新
聞
』に
掲
載
さ
れ
て
い
た
一
九
一
二
年
一
一
月
四
日
の
日
付
の「（8323

上
段
）
杉
村
先
生
モ
酔
フ
、
而
シ
テ
大
ニ
余
ノ
「
殻
」
ヲ
賞
ム
」「（
下
段
・
欄
外
）：

又
曰
ク
君
ノ
名
声
ハ
今
僕
ノ
大
英
遊
記

0

0

0

0

0

0

ノ
時
ノ
如
シ
ト
」23

と
い
う
記
述
が
あ
る
。

幻
の
「
台
湾
游
記
」
は
杉
村
の
出
世
作
に
あ
や
か
ろ
う
と
し
た
命
名
だ
っ
た
と
も

考
え
ら
れ
る
。

　

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
九
一
六
年
ご
ろ
の
古
峡
は
『
殻
』
の
あ
と
が
続
か
ず
、

漱
石
か
ら
小
説
を
酷
評
さ
れ
て
い
た
。
い
わ
ば
小
説
家
と
し
て
の
ス
ラ
ン
プ
に
あ

り
、「
旅
行
日
記
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
「
游
記
」
で
、
と
も
か
く
も
書
き
続
け
て

写真 3：SO-3-1_26



愛
知
淑
徳
大
学
論
集
―
文
学
部
篇
―　

第
四
十
六
号	

別
冊

一
〇
六

い
る
状
態
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
同
年
末
に
は
漱
石
が
没
し
た
。
古
峡
は
翌
年
に
出
版
社
を
興
し
、
日

本
精
神
医
学
会
を
設
立
し
、『
変
態
心
理
』
を
創
刊
す
る
。
人
生
の
転
機
が
始
ま
ろ

う
と
し
て
い
た
。

お
わ
り
に

　
「
蕃
地
か
ら
」は
古
峡
が
小
説
家
か
ら
転
身
す
る
最
後
に
位
置
す
る
作
品
で
あ
る
。

晩
年
の
漱
石
に
辛
う
じ
て
評
価
さ
れ
た
最
後
の
小
説
で
も
あ
っ
た
。

　

漱
石
の
「
面
白
う
御
座
い
ま
し
た
」
と
い
う
評
価
の
内
実
は
、
今
と
な
っ
て
は

類
推
す
る
し
か
な
い
。
知
ら
れ
ざ
る
〈
外
地
〉
へ
の
取
材
が
、
当
時
と
し
て
は
ご

く
早
い
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
を
「
面
白
」
い
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い

は
台
湾
先
住
民
族
の
風
俗
・
風
習
な
ど
文
化
人
類
学
的
関
心
対
象
と
な
る
内
容
を

「
面
白
」
い
と
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
本
稿
で
は
、〈
外
地
〉
の
旅
を
描
く

方
法
に
注
目
し
た
。

　
「
満
韓
」
の
旅
の
作
品
化
は
、
伊
藤
博
文
射
殺
事
件
に
よ
っ
て
、
漱
石
に
も
古
峡

に
も
困
難
な
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
漱
石
は
、小
森
に
よ
れ
ば『
門
』へ
と
向
か
っ

た24

わ
け
だ
が
、
古
峡
は
漱
石
の
「
満
韓
と
こ
ろ
〴
〵
」
に
類
似
す
る
方
法
で
、
台

南
を
描
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
方
法
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
節
の
独
立
性
と
一
つ

の
作
品
と
し
て
の
一
貫
性
を
併
せ
も
つ
新
聞
小
説
な
ら
で
は
の
方
法
で
あ
る
。
漱

石
は
そ
の
方
法
を
『
彼
岸
過
迄
』
以
降
の
い
わ
ゆ
る
「
後
期
三
部
作
」
な
ど
で
、

よ
り
一
層
高
度
化
し
て
ゆ
き
、
古
峡
は
そ
の
方
法
を
「
旅
行
日
記
」
と
し
て
、
過

去
の
作
品
と
と
も
に
分
類
化
し
よ
う
と
し
た
。

　

今
後
は
〈
外
地
〉
作
品
に
限
ら
ず
、「
旅
行
日
記
」
に
あ
げ
ら
れ
た
作
品
群
を
当

時
の
紀
行
文
に
も
目
配
り
し
つ
つ
検
討
し
、
漱
石
の
み
な
ら
ず
、
楚
人
冠
の
影
響

も
考
え
た
い
。
ま
た
中
村
古
峡
資
料
群
に
あ
る
ノ
ー
ト
も
順
次
活
字
化
す
る
予
定

で
あ
る
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

1　

研
究
代
表
者
竹
内
瑞
穂
：
科
学
研
究
費
研
究
（
基
盤B 2019-2021

年
度
）。

2　
「
蕃
地
か
ら
」
の
引
用
は
初
出
（『
中
央
公
論
』
臨
時
増
刊
号
、
一
九
一
六
・
七
）

に
拠
る
。
旧
字
は
新
字
に
適
宜
改
め
、
ル
ビ
を
省
略
し
た
部
分
が
あ
る
。
ま
た
傍

点
は
特
に
注
が
な
け
れ
ば
引
用
者
に
拠
る
。〔　
　
　

〕
内
は
、
古
峡
の
テ
ク
ス

ト
を
参
照
し
た
引
用
者
に
よ
る
読
み
仮
名
。

3　

夏
目
漱
石
の
書
簡
及
び
作
品
の
引
用
は
『
漱
石
全
集
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九

三
～
一
九
九
九
）
に
拠
る
。

4　
「
中
村
古
峡　

年
譜
」（『『
変
態
心
理
』
と
中
村
古
峡
―
―
大
正
文
化
へ
の
新
視

角
』
不
二
出
版
、
二
〇
〇
一
）
な
ど
。
な
お
、
以
降
も
古
峡
の
動
向
に
つ
い
て
は

す
べ
て
こ
の
年
譜
に
拠
る
。

5　

竹
内
瑞
穂
＋
「
メ
タ
モ
研
究
会
」
編
『〈
変
態
〉
二
十
面
相
―
―
も
う
ひ
と
つ

の
近
代
日
本
精
神
史
』 

第
4
章
（
六
花
出
版
、
二
〇
一
六
・
九
）。

6　

竹
盛
天
雄
「
解
説
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
の
文
学
状
況
の
素
描
」（『
編
年
体

大
正
文
学
全
集　

第
二
巻
大
正
二
年
』
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
〇
）
参
照
。

7　

曾
根
博
義
「
異
端
の
弟
子
―
夏
目
漱
石
と
中
村
古
峡
―
（
下
）」（『
語
文
』
第

百
十
四
輯
、
日
本
大
学
国
文
学
会
、
二
〇
〇
二
、
一
二
）、「
異
端
の
弟
子
―
夏
目

漱
石
と
中
村
古
峡
―
（
補
遺
）」（『
語
文
』
第
百
十
六
輯
、
日
本
大
学
国
文
学
会
、

二
〇
〇
三
、
六
）。



一
〇
七

中
村
古
峡
「
蕃
地
か
ら
」
の
方
法　
（
佐
々
木
亜
紀
子
）

8　

馬
場
勝
弥
後
援
会
編
『
孤
蝶
馬
場
勝
弥
氏
立
候
補
後
援　

現
代
文
集
』（
実
業

之
世
界
社
、
一
九
一
五
）
に
は
、
漱
石
は
「
私
の
個
人
主
義
」
を
、
古
峡
は
「
夜

の
街
」（
小
説
）
を
掲
載
。

9　

曾
根
博
義
「
異
端
の
弟
子
―
夏
目
漱
石
と
中
村
古
峡
―
（
上
）」（『
語
文
』
第

百
十
三
輯
、
日
本
大
学
国
文
学
会
、
二
〇
〇
二
、
六
）
ほ
か
。

10　

小
田
光
雄
「
古
本
屋
散
策
6　

中
村
古
峡
の
出
版
」（『
日
本
古
書
通
信
』
第
八

七
八
号
、
二
〇
〇
二
・
九
）

11　

簡
中
昊
「
近
代
日
本
の
台
湾
原
住
民
認
識
―
―
作
家
た
ち
が
見
た
「
野
蛮
人
」

―
―
」（https://ci.nii.ac.jp/naid/500001024630.am

p

：2021.2.5

閲
覧
）。

12　

河
原
功
「
日
本
統
治
期
の
台
湾
文
学
と
「
内
地
」
の
作
家
た
ち
」（
河
原
功
ほ

か
『
台
湾
近
現
代
文
学
史
』
研
文
出
版
、
二
〇
一
四
）。

13　

河
原
功
『
翻
弄
さ
れ
た
台
湾
文
学
―
―
検
閲
と
抵
抗
の
系
譜
』（
研
文
出
版
、

二
〇
〇
九
）。

14　

前
掲
「
中
村
古
峡　

年
譜
」。

15　

小
森
陽
一
『
戦
争
の
時
代
と
夏
目
漱
石
―
―
明
治
維
新
150
年
に
当
た
っ
て
』（
か

も
が
わ
出
版
、
二
〇
一
八
）。

16　

小
森
論
で
は
「
二
年
に
亘
る
の
も
変
だ
か
ら
ひ
と
ま
ず
や
め
る
事
に
し
た
」
と

あ
る
が
、
拙
稿
で
は
注
3
で
示
し
た
全
集
に
従
う
。

17　

黒
川
創
「
漱
石
・
満
洲
・
安
重
根
―
―
序
論
に
代
え
て
」（『
国
境
〔
完
全
版
〕』

河
出
書
房
新
社
、二
〇
一
三
）
及
び
『
定
本
漱
石
全
集　

第
十
六
巻
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
一
九
）
参
照
。

18　

松
岡
譲
は
『
金
剛
草
』
を
、
同
年
九
月
に
出
版
さ
れ
た
『
色
鳥
』（
新
潮
社
）

と
「
本
質
的
に
は
姉
妹
集
」
だ
と
解
説
し
て
い
る
（『
漱
石
文
芸
読
本
』（
新
潮
社
、

一
九
三
八
）「
解
題
」）。

19　

松
本
道
別
に
つ
い
て
は
、小
森
陽
一
が
「『
金
剛
草
』
自
序
」
の
「
注
解
」（『
漱

石
全
集　

第
十
六
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
）
で
「
社
会
運
動
家
」
と
し
て
い

る
。
奥
村
大
介
「
松
本
道
別
の
人
体
放
射
能
論
―
―
日
本
に
お
け
る
西
欧
近
代
科

学
受
容
の
一
断
面
」（
栗
田
英
彦
ほ
か
編
『
近
現
代
日
本
の
民
間
精
神
療
法
―
―

不オ

カ

ル
可
視
なト

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
諸
相
』
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
九
）
で
は
、
大
杉
栄
や

福
田
英
子
と
も
「
交
流
」
が
あ
り
、
一
九
〇
五
、
六
年
ご
ろ
か
ら
一
九
一
〇
年
ま

で
「
兇
徒
聚
集
罪
の
首
謀
者
と
し
て
逮
捕
・
投
獄
さ
れ
」
た
と
い
う
経
歴
を
も
つ

「
霊
術
家
」
と
し
て
い
る
。
な
お
こ
の
件
に
関
し
て
は
、
一
柳
廣
孝
氏
（
横
浜
国

立
大
学
）
か
ら
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

20　

た
だ
し
「
満
韓
と
こ
ろ
〴
〵
」
第
二
十
四
回
は
「
文
芸
欄
」
に
掲
載
さ
れ
た
。

21　

前
掲
「
中
村
古
峡　

年
譜
」。

22　

同
じ
く
「
古
峡
自
筆
ノ
ー
ト
」（SO

-3-1_36

）
で
は
「
台
湾
日
記
」
と
い
う
語

も
あ
る
。
こ
れ
は
『
日
記
文
自
在
〈
作
文
熟
達
全
書
第
一
編
〉』（
三
侠
社
、
一
九

一
七
）
の
企
画
メ
モ
と
考
え
ら
れ
る
。

23　

前
掲
曾
根
博
義
論
文
（
二
〇
〇
二
・
一
二
）
で
、
既
に
詳
し
く
翻
刻
さ
れ
て
い

る
。

24　

前
掲
小
森
陽
一
論
文
（
二
〇
一
八
）。

追
記　

長
き
に
わ
た
り
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た

都
築
久
義
先
生
の
訃
報
に
接
し
、
二
人
目
の
父
を
喪
っ
た
気
持
ち
で
す
。
先
生
は

明
朗
で
邪
気
の
な
い
お
人
柄
を
も
っ
て
、
知
の
扉
を
開
く
よ
う
に
し
て
惜
し
み
な

く
知
識
と
経
験
を
お
与
え
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
先
生
は
常
に
慈
愛
に
満
ち
た
師
で



愛
知
淑
徳
大
学
論
集
―
文
学
部
篇
―　

第
四
十
六
号	

別
冊

一
〇
八

あ
り
、
尊
敬
す
べ
き
研
究
の
導
き
手
で
し
た
。
長
年
の
ご
学
恩
に
心
よ
り
感
謝
し
、

御
魂
の
平
安
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

有
る
程
の　

菊
抛
げ
入
れ
よ　

棺
の
中（

漱
石
『
思
ひ
出
す
事
な
ど
』
七
の
下
）


